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部棟において、本 職に 対し、任意 次 のとお り 供 六 した 。

= 私 は 、 LSE るが和 有稚 な る人

| 性組菌の研究 を 行っ て いま す。

- また、 当大学 の 生 物人 人 了有拓 保存センター は 、 有 管 な仙生 和症 原人

の 双岩泣ききい 「バイオモ セーフティーレベル」 と 呼ばれる 全 4
諾隊 の 閣 付けのうち 、 最も 厳し い 封 て 込 め レベル である 「 レベル 4 和光 -

「 レ ベル 引 から 「 レベル 1」 まで の林間 を 取り 扱っ て いま す 。

私は 同 センタ ー 長 も 兼務してお り 、 愉の 性 折や取扱い につい - て 十分! に 熱 知

しています。

区猿から販 会を受け実 旋 した電熱験の結果 は、 本 年 日ょ・ て
と め て提出 し た とおおり です が、 人物のに有休 み のな い 方に も わか

り やすい ょ うに 、 専用 語 等の補説明を 加え ながら同的験の 概要を説 ゴー,
- て 欲し いと の依頼を 受けまし たので 、 資料を基に 説明 します。

この と き 本 詳は、 平成 90 年 1 月 9 て洛二丈者人 プ Fi5 第 1
ーーー ー 了 ーーーーー-



(信和 等骨交 ) 」

| 緒 ) に より 照会し、 同年 月 PTDERPPSTRN に係る拉
査 関係事項了会回答書の別紙 「 艇 熱菌 妖 よ る殺貞 試験 報告書」 の写しを |

作 述償し上を 受けた うえ で、「次 料 1」 と し て本調 大末尾入 付するこ

と ょ し た。

この資料は、 了が 警 祭に提出 HR 古河還っ り ませ
ー ん 。 入際 これを 「寺寺 と して説明を進めます。
2 まず 洒商験 を 行っ た 対旬 曽の概要を説 | します 。 - 」

報告書 1 頁 中段の 【 使 有意折 】 に ある と お り、 人 回のでは 、
ラテュ スト サラ ウム ペーラタン ジェ ンス

(に ウエルシ ュ 商 : Os eye ATOO18124

。 ua し て間いをいました

( ぅ ) 大電 : でぶさささ ATOC25922 ー

アラ リタぁシ ev カルテチャー コレ ッ シパンタに人 maec8n Type Cltare. Cpheeii
| こ で は、 多く の微生物折等に 周 有の番号を付 し て保存 ・・ 人 2 衣 し ていま す 。

報告 乱では省略しまし たが 、 今 回 使用した商 線人はをれれ 「 タ イブ スト レ |
インです。一 言で大腸 曽 どい っ て も 、 大肝貞 という 商 得には 沢山の 商伯 |

| 大 在し ていま す。「 タ イプ スト レイン」 と人は 、 と ある 商 竹 の 中多数存在 す |
。 る 商 株 の 中 で 「基 準 とな る 株 」 であるこ と を示す も の で す 。 再 門 家の問 で は

と ある商 竹 の 性質を調べるために は 「 タイプスネ トレイシを使用 する の ポー|
| Me でか 。 - -
13 押隊の 中に は 、 「 左 胞 を形成する菌」 と ! 芽胞 を形成しない菌 」 がありま

| す。 大腸首」は 「基 胞 を形成しない黄」で 、 実験で使用 すること が一 般有
お お玉 また、 生生の 攻でもツール と して まく 肌回っ て お り 、 記

| |



ご伯剖和江続深い

| 扱いが 容易な 萬です 。
のは 和久 に了 す る も のでう。 財半 2
し ない病原 前の半性に は 大 き な 汗は あり ません。 例えは、 バイオセーフテト

| イレベル 8 分類され て いる 「 半放を 形成しない」 のうち 、 危険 性 が発
We sv て いる 「ペストの半 、 間した [大 謝 」 と 大き

| な 送はあり ません
実際のと と : ち 、 大の條エンター で は 「ペスト商 を係 有 し て います
NR と

も できますかが、 取扱い時に明筆 から感策 する 3 それも ある こ と から 今
| 回は 安全面を 考出して、同 せBIOTTTITTCIZTTIEYTI

| | である としまし た。
よって、 3 の昌における 2 池しない痢の人上『大
IP

Go が Aroosea2 ーー ーー
| を en と としまし た。
RE がすれ、 EID お

ボ られ る 「 ペスト商」も 死渉するも の と判断で きます 。
4 次 に「区を形成 する商 ] に つい てです が、 この うち病原 福を 示す代表
| な も OH か ら [パチ ラス吐」 を 「ク ロス トリジウム員』があり ます。 |

同 セ 「 革胞 を形成する黄 」 でも 「 バ パチラス 居」 hh 「 ク ロス トリ ジウスム属」 で

ecc 「パバチ ラス 属 」 のが名和が独いと され て い
。 一 方、 「 ク ロス トリサジ ウム量」は 「 非了弄であっ て や 100 度度の |yp5 3 =rSmrcnesr=m

「 | 只 牧 |



| の和昌の尿 時とし て 月 いられる生物であっ て攻補和有人るで 定める市

の
(人 前)

これを晴まえて警祭の方 と 横和て者 洛もュー
の対象菌 として [クロ スト サジ ウム局」 の 芳 を 用 いる こ と と しました。

リク ロス トリ ジウ ム 同」 に は 、 酸素が有 寄となる侍気 柏 曽で 借用 を 形成 す |
ラクラム 有人が王し ます。そ の 中でも 「 ウ ェルシュ 環」せ 「R ウ リョ ス

| 菌」 は 、 「 ク ロス トリ ジウ ム 局」 の基 汎 種 に近 暫 の 「 真のクロ スト リ 区と
語に RR ーー

. しか し 、 この 5 ち 「ボツ サ ヌス商 』 たついて は 、 「ペス ト菌 EE
全 画のリ メ ク が 高 いた め 、 今回は 、 以前に 警築 の 方 に 見せ でもちっ た (軍用

| | 気 任曽で ある 「 ツ エルシュ 」 が 掲載されていた こと か ら 、 こ の 「 ウ ェル シ |
曽 を示す 資料 の 中 「 ポツリヌス黄 」 と同じ コタロ ズ トリ ジウ ム履」 8 兆

ay マッ ty

_ 表 MN は
| この と き 本 職 は 。 成 0 年 8 月 20 付け当 際 生和合

EA 技術 リスト 及び関
人集 ( 改 正 第 92 且 ))] の振付 次料 のう 箇所を人村人 にし剖 を
受けたうえで、「押料 2」 と して本開示必愉 仁する こ と と した。
| これ 4 がその 資料ですか 、 説明し たと お り 120 頁 の上了な

-) 用の提のと し て用いもれる和香しく
は そのサブエニ ッ 下 叉は意 伝子であっ て、 経済業省令で
定めるもの

| と 電 二 きれている ほか 、 還 ペ ー ジ中上から 、 ER
ーー

ーー R

“



(ON 調和 用) ーー - 、
記さ きれ てで おり 、 ページ上 F は 「 ペ スト商」 や ポツリ スス基」ときん

ゃ .

ウェルシュ (イプ シロ ン吉和弄のも のに限る )
CHSE と が わかり ます 。 「 [

前述 の 理 軸に より、「基準 株 」 で 行 う の を 優飲 したため 、 今回の試験 はイch 人 Pr fge はイプシ
ピン産生剖か 傘 か と かかわらすずどれも 大 きな送はあり ませんので、・還 |

」 侍の交には大き虹は無いと判 所し ました。

ERR 1
_ 物訪 5 是 が ※ 穫型 」の場合には、 一和和 9 大気レベルの障生の

| に Mes れ るここと で先需 し ます。 し かし - 工有理 」は、 家 度 を含む外境の 影 、・
| 覆から 自らを 守らうとする性質があり 、療気 任 の 「 芽 旋 を 形成する商 ] が 「革 |
肌弄 の 場合は、譜索にあたっても死 肝しない人ほか 、「 失 型」 より も 押

基 が給ま り ます。

つまり、下る江記す る唐」 を績する堂 し て [者 」の
、台区 した系 RLL5 を用 いて太る福上 で順和 |

| すれば 、 性 還 剛 半 生育に 陳索 が必要な所和性 「 パ チラス司』 で あっ て も 、

警視 |



本ボッ リ メ ス交 や ウミルシュ和泊 作 [ロス トリ ジ クムム 司」 で あっ てや 、
どちらの 場合 でも 「左 を 形成する 曽」の人化 は可能と言えます。

6 に、 誠に必要な導の反 六び提 n も 3 斉明 します。

今回は 対象 貢で ある 「 大隊商 を培養 し て 、 10 * cf な mt の意 を用意 し
シー テアエー コロ ニー| まし ku 390 の 9 系、つ まり 1 島 を 表し ます。 6 ぎり と は Gelony|

アラ キー ミンocming Unit の 敬中 弥で量 を表す単位であり、 敏生物 学 で !は一彼 的 なも |
ーー のです。 ここで : 肌

 
|う 「 コ ロニー」 とは 、 つの導体和に玉する 間の人

"の こと で す 。 苗のコビーが増殖し ていくほど コロ ニーが 大 きく なり、 っの

| 池してで韻で きる ように な り ます 。 な お、 mL とはミリ リッ トルを
表し、 10 "camL とは 、1 ミドサ サッ トルあたり 10 "CN 疹座 している こ
|

1 人 「eHeep 避」和しプイスー gmL の商を有意しました 。寄
際には [大 由 と 同を目指 し 、「 ウ ェル シュ前 も 「大了」 と同村

| の潤度 で当初 、黄 液 を 作っ た の ですが、「 ウエルシュ商 」 の間人用大
- | より も 大 きいた めに 地区な 商 基 の大全し たものと施え られます。 抽了
| の最初 の 段階で行う 黄液 の調投では、 委で見る拓の半 度 で旧を証可する

| soe ぁ y、 散 別 で商量に 差が 生じ る のは当然のこ と です 。
この と おり商炎の潤度で六を 調整 するた め 、 誤前に間量の中委は |

| 行いません 。 和に聞 明した 10 "chufnh 等の商基 は、役論時調和

し RA 入を測定したもの です。 その結条につい
」| で は後巡 します。

? 胡の間定 訪法とし て 一 般 的 な の が 、 前を拓 養して 折 え る 方 法 で す。 実 天 |
| 埼電 の表面に 普を 抜くと 、 ER 増殖して 菌の塊 、つま り和半を形成 し 、

| 但 江 - が |



.: (供述 調書等継続用紙 )

月で見て表 たられ る よう にな り ます。 こ の 痢の 固まり が コロ ニー です 。 な お
EER 人生の二に お いで、 その半生広を供する も の で

、 様々 な形状のもの がああります。揚 告寺下 区の 【人 用 生地 】 の
に、今今回使用 した 全て の培地を記載 していますの で人考に して 下さ い 。
この 方法で 得 られ る のは 、 生き て増殖で きる の数、 っ [年 間用 な

のですが、 突隊にを ひと つひ とっ計数して いる 訳 では ない の で 、 「元 とな
る 散液に 、 計数した コロニーと 同数 の 細 肛が 生きている と いう 意味を表す
ンーテラ : ュー| 6 という和音人を 用 いて 曽 重 を表します 。
と隔間 {コマ yi OZ

リン PP ビーエビイトキワ
えるご| 仮にコロニーが 1.000 万 個だとする と 、 数 が 多 すぎて とてや正確欠

「 | とは で きません。また、商量が多く なりすぎると 、 サーレの es れそれ で 人
| 25==ー< っってまうことも開咽となり ます。

そのた め 、 今回 のよう に村人に 多 く の 商 が 全ま れるこ とが想 き れる
含に は、 EM 10 倍 ・ 100. 倍名表陸 |

ー mRNA ゆぐ 1! マ和 > いや江 時中
| 生起広げて 語差 し、各 シャー レ の うち コロニー数が約 80 へ 800 人の |
もの を 「 最も信吉往の高い計間 値 」と 認め 、そ の希 全 率から ImL あたり | 」

すす の値 を算出する のです 。

例え ぜ ば、 ある 前 の上 淡を 1100.000 0 人 0.mL 所 っ て角半 した |
和果、 検財した コロ ニー教 が 89 個 だ っ た と します。 こ の電 合、ご の商流 の |

mb あたりの コロ ニー導 6 0000 X 10 ご 96000000 っまり 89
| 警 . か



届いし次 )
x_n 活き Sa 最後 に 10 を条じた介 抽 は 、 PE
kom ae tmr れ算 の 信 を 算出するた め に 10 倍 し

と いう わけで す。 この よう に商量を測定するた め、 検雪を希釈し て者

ーー今回もこ の 方法を 用いま し た。
シーェエフュー ・析生 移 学 の の 野で は 、G『 の半位 が 家 的 と さわ 、隆 く の抽 験で 用い

5 れています。 その 理由は、 細商 を 内 服 で計教する の は非 江 に 還召である か
| ら です。 その代わ りに、一 つの黄体 細胞に由来 して形成され るコロ ニー であ

れば 肉眼 で計数可能なた め 、 菌で はなく コ ローニー数に由来する単位で ある |
| 6『 で用い られ て いる と いうわけです 。シーネワュー

_ as 次に、 具 体的誤人を大を 追って説明します。
ます、 ペーバパーディスク作手順は導の とお り です。

]G 半軸音』治っ油き [いも 党』「下圭攻 褒ミメ NS 調議 」 す避でボー

| ws 和則上で事半た持 なコロ ーー を人に
上を抽貞 しまし た。

- 1 (2) ・ 次に 、 泊前したシャ ー レ に板 狼 のペー ペーディスク を洲 べ 、 交の と |
お り 剛抽したを泊ぎ 10 人間放民 じ、入 ペーーディスク分な
六合 ま せま し た 。 その後 、ペー パ ーデイスク 周りの半間パス ツ
ール ピペットで取り 除きました 。

| 8 続いて 、名ペー ペー ディスク を新じい激 散 シャ ー レに移して、他の商

が抽き ち な いよう 開をし ました。 その後、「大 剛箇 | ペー パーディ スク の
入っ た シャ ー レ は室温 の 大気境下に 加き 、36 時 間かけて ディ スク を載 |

燥させ、 大腸 黄 合 有ペー パー ディ スク を 作成しました 。 ご方、 下索 が 有守 |
まなる 「紀 眉 | の 「ウエル シ = 商 | ペー パー ディ スク の入っ た シャ ー レ

| 夫 mh |



、 ( 供 途生書先 絶 続用門 )
は 華をし て 、 琶束 を 含まない大和民環 下 、 内 部湯 度 を 22 で設定した拓

所 チャン バハー 内 ke 抽 長 し、 同じ く 36 時 間 かけて ディ スク を十燥 きせ 、 ウ
ー デルシー画人衝ペー バパーディスク を作成し ました 。 の評価るする

に めた り、 半 條 を上分 に革さ せる た めには 80 時間度 が玩 当 だ と 提
ーー

ED 和博きこ な で ペー バーディに
させた「『終 気性」 の 「 ウ エルシュ 菌 」については 「 非 胞現」 の形成 が 進ん

でいる と考えられます 。 徒っ て 、 今 回 の殺試験に より 「 ウ ェルシュ商
1 . が死滅すれば、 HH [者 ] の 「 ウ ェルシュ放したも の と 才
えられます。

5 丈いて、間 琶前 の 手順をお 話しします。
本務上用 の 【み拓 】「. 疹 ) の り記記載 した と お り、 PS

| Kr5 内導の員放内で 「110 でを 2 時間以 上桂た
| 120 や 以上まで人湯 し た ] 等の秋果を時まえ 、 信 有休用 する交

. 堤下定 等を
ーー moo? 末間

また 、 警 察 の 方から 「120 ででも 30 分 以上維持したの を確認 し 、 た)
IONIHDLEOGEG

.420 でで 区時 間

| でを 疾 電 し ました 。 こ の件に っ き、 前 述した 同 項 目の には
120 で 設定 ・昇温 時 間 (室温 110 や) 64 分

| 人と下 江し て いますが、 これは肖 か クイ プ ミ です。 正しく は 、
志 ュー



.。 ( 供 途調書簿沿 続 用紙 ).

120 で役 者時間 生音し 』120 や まめ
2

き らに、人回用した昔押衝には上時間 を に aya ロダラ A 記役定で
| きる 機明介 が ある た め、「順衝和 HL6 内部の度 が 0 で に達する の に、

50 分 を要 し た 」 と の敬 察 の 実験結果に 伏い、 電熱 肖 曽器 にペーパーディ ス
| クは 50 分 か け て装 骨内 者 の 明度 を 110 でに昇注する設定にし

| おか VY ナいように 、区しで きた押をも う一り表 かと、
・ 和隊商和に ペーパーディスク を設芽し て記を間め る
て間隔 0 分かけで由和抽を | にゃやに 。

・ 今間にするはずだ っ 】 内部撮度 110 の遇における角間を 、 私の匠
違い で 49 分間にして いた こと に 気づき ました。 しか し 、、 軸抽時間が 1 2 分間

| 生か っ た としても四内 部の揚 度 は 110 で に 佑 し ていま すし 、昇 則時間 汐
| 畑 い という こと は 、 検体が 高温 に 喰される 時間 が 短く殺条件 としてはより |
| 上 茂しいと言え る ため、 今今回の試験で条 首でき て いれが な、 遇時間が 60 分間

であっ て も疫 痢で きたと調え ます 。 ーー
前述 した どおり 、 内 部揚 度 が 110 や及び 120 でに 小 し で か ら 、 回温度あ

保持し てそれぞれ 2 詩間運転 し した 。 この間、 隅に よる季秋多 果を
別する ための比較 対象 と レ て 、 上条件 で作成 した ・ 「太用 ペーパーディ ス

| 等 - |



上 (共和 用導 )

ク と 「 ウ ェルシュ導 ペーパーディ スク を計測で 8 時間、 大軒し ました。 8 ーー
時 間 と した理由 な 、 110 で 及び 120 で それぞれの昇則時 間 に 2 時 間 の昔熱 殺
半間 を加えた時間が 約 3 時 間だ からです。 者各符 では家で約 3 時間
| 圧し た この比剛寺人用のペーパー ディ スク を 「コ ント ロール 』 と静 し て い ]
| ます。

2 時間 後に装置の運転を上め 、 そ の 10 分後に 装 財 の鹿を 開けて 入 ペーバ | ]
ーディ スク を取り出しまし た 。10 分開待ったの は 、 を入れ るこ - とが出来

| る で放 の 肖庶 お 下がるのを 待って いたためです 。
な お、 内部温度 190.C の試験は 110 やの夫 験を終えた後にに 生いました。 |

2P 生 をくすた 0 での遇了和、 半の放を 4 用い
| で Wh の江に 誠ってか 120 やの試験を行っ ています 。

ma 苗の次用 を 行いまし た。 -
fo 炊区 、 報告半6 表 表の【計】 19 ペーパーディスクからの導に

ます 、「ロ ント ロール 」 及び地向のペーペー ディスク を剖邊した人
| wm 小共付き 計験符に入れた 後 、 そ れ ぞれに流体培地 hm を |
| Oh して 10 分巡しまし た 。 放居し でいる同和を ポル デック
| メル **1d 識 葉で ・ ペー ペーディ スク に 含ま れている 章 を二分 < 演出し、

| 他人し ました。 ポルテッ クスミ キサー と本・ ポピュラーな 拓 用 の
突明器の こ とです 。

な お、 「 ウェ ルシュ 黄ペー ペーディ スク につい て は、 空気に敵されるの
| を 防ぐた め酸素 を 合 二 ない大所現 琉 下の時 矢チャン バー内で稚人境地を 和加 |
| 人の守る 陸 て か ら還 チャンバー人放出失を行い ました 。
上 股 普評価について 説明します 。 今 回 は、 万完 者 として より確かな評価を

舌 視 |

4#



。 (供述 笛守等継続用紙 )

導き 軸 す た め 、 3 和導の 方 洛で 美作 しまし た。
「 まず 」 つ 月 の 流は 、「 定和美 」 に よる蘭評価です 。 定 胡抽 美とは 、
したに全まれる此基を施するた | に地状する ことを 言います。「大 |
| コニー 及び 「 ウ エルシュ商 と も に役評 人の手順は 同じな の で、 ここ は
| 「 ウ ェ ルシ = 間 を 例に汗げ て 「太人による表します。 |

手順 と し て は 、 前途 したと おり 、 まず
・ー「コント ロャール」 及び電熱商 し た ペーペー ティ: スク に析休

- 地 mh RE それぞれの TumL 区 を を ・
作成するEs

本 ーーー

se

CEOSUOIODRTPGCDTE 注
| retk amro こ と を 100FL を 吉本 し て いますが 、 これは人が

だけ で 同晶で す。

1 、・F [上 の凍ら 0. 取り 周 し 、10 倍 に希す る
この時 点 で [ 原和 」 8 沸 = 吾 0:7mL とな ります 。 以降、 希和

用叶っ前 の もの か ち 0. 1mL ずつ取 り 出 して 10* 休 10* 倍、
・ 10 * 代、 10 ' 信、 10 " 僅 の 順で項家を作成する 。

。 その後 、 各希科六 か ら 0imr ずつ取り出し 、 人人
天培地 2 校に拉種 、秒 義する .

コロ ン ト セ ロール」 のペーパーディ ス 区 の浴則税 か ら 二 な逆の
しが 肥らちれ る まで am 7 での拓流下 で拓導

に細 mL -

12



、( 供導導人等続 用 幼 ) 。

地を 芋 状する

の 順 ど な り ます 。

これ を 囲ま えて、 拉千至 4 綱 上 誠の 「ウェルシ = 商 ョントロール」 と
、 表題 の ある一一を 見なか ら閲明 レ ます。 以降 、 こ れ を 「ー息表」と して
| 述べていき ます 。 因みに 、 幸上で評価 を まとめた各ーは、 いず
ボれも同和 成 F なっでいます 。

リクテルショ 下 コントロー ル」 の 一中、 下條 を を杜の 「原浴」
と は、 前述述 しを と おり 、昌和で上屋した 「ュントローム 」|

| の 「 ウ エルシュ前 ペー バーディ スク かち ER 「1mL 深内液」の こ ょ |

上 ratnbo
anan nar

| Count」 の隊で 計数不能」の 意味で す 。つまり 、 2 枚の 家天 十地 から 計 和
| 泰和 、 多数 のコローー検出きれた ことを視 味して いま す 。

続い て 、 1 人 10* 笠 、 0" 信 は * 代 10 * 答 10 のの
験績果 を見てかみ ます 。

和 「負お 10、 9、10 の和合の [は 、対し た
| と お り い ずれ も 『mNTo」、 っまり 「計珠態 」 で した。

言う FEPTTT が お * 以降の 「 集数」 上次 のを り でした。 ーー

10 * の 「 集 落数」 で 152 及び 119

30* の - 「 集 薄 数」 1 21 及び に

お は 。S 3 ー+ び 0

18



td
人

-.. ( 供 巡調書等維 続 用 区 ).

この本時 を 暗 ま 2えて 、 「人 数 ss 如」 楓には 、 2 OH
をしたコロ ーー 丈 の 平均人を記載しま した。例えば 10 労苦は

(152+119) =テ 2=185. 5
の盲算式か平均 代を 135.5- と算出 していま す 。 同じ要個で 10 及び 10『
AE 一 覧表 に記載して あり ます 。

このとお り おま・ 癌 党 葵で癌 圧した コロー ニー導の 平均 を 1355 と算由した
(て てとから、 次に 一覧の下段にある 「 原疲 中 の量】 の算出に 移り |

10. ' は 10, 900 を表しますから 、 前 述 し 計算 区 に あては め る
は oxX X 10=18: B50. 000、 つま て 人 355 X 10*

ーー

| りす。 これをしで人 れる
ー14 x 10 7 cfuAmt

が ロコ ントロー の 1 ウェルシュ前 | にねける ET

あく まで も 1 万僅か ら 100 刀侍希 駅した 各 「 着赤邊 階 」で 検出された「 集

] 聞から 原 疲 中の攻革 を邊 出するた め 、 各 「項導段階 」で 若干 の数 借の 変 |
| 重が 見られる のは一般 交 で す。 一発表 でも 10 * 流の 「評申の章 」|

、 は 1L7 X 10 と算出され 、 ただ今説明 し た 10 "名 彼 の 徹典なって いま す 。
| 検 出 した 「 集基数 が 極 員に 少なか っ た 10 " 希駅 液では 、 信に値する 「 原 |

| 液四 の 商 」 が箕 出できないため、計算 し ませんで した 。

菌量の 算出だは 、 各 「負了」 で 析軸 したヨロ ニー上 を に、 どの 「 希
友和 の検財向 い 人人を中めるかが邊 要で す 。 前途した と おり、

シャ ー レ よ の案 天 培地 で 正確 歌える こと が 出来 る コロ ニー教 30 で
| see 程度である た め 、 通常、、 検 遇 した 「朱が この条 人 i に ある も の を -

1



(人 一続用 」 。 > 。
「和 6 全上 がいと所し ます 。 そのた め ー発表 では 、 EBI

と 「 集落 数」が 152 及び 119 で あった 10 * の ! 項段階 」のも の を 最良 と

活 因 ご人で條ょ区 し て ※ しで いま す。 その條ので も 「
信人が 高い検策 果 | を それぞれ反共明 で表示 して いますう 。

この 落果、「 コレト ロール」 の 「 ウ ェルシュ 曽 にお ける ! 人中の商
| は 10 * 需赤池 におけるコロ ニー 検出多果 か ら 、 14 X 10 7 cdwnL の商の存

| 人生 め られ、 殺旧 で き でいないこと を確認し ました。当然で すが、 洋上
中 の 「集落雪 」0 は 、人 人 した ミロニー が なかっ た こと を 示し て います 。

届 胃 して きた時は、 報告 4 から 6 頁の 「科 1 財 2
ECR で" 生生 した 8 人に依
反しました、これを叶また、最区な生生は報和書 8 中の【 条 に記

| り です 2 これをにまとめると次のように なります 。prて
・ 室温の大所東城に 8 時間放肛した 、

症 ITIESAEZEZDSO
ax

「 ウ ォルシー商 ) ペーバーディスケか 6 導出し た了
回 月 4 人交 ) ご 14 x 10 cm
2 回月 (7 和入 ご 42 X 10 cum

、 DC で 2 時計交した ーー ーー
RNN は PTP
「 ウ ェルレ = 意」 ペー ペーディ スク か ら交貼 し た人

1 加 月ご 背 の 発育な し
・ 回月ご 商 の 発育なレ

15



ー
ム
に

・( 涯半還夫 洗給府湯当 ) . . . .

・120 で で 2 叶間間条商 した
大生隊」 ペー ペー ディ メ クか ら浴 出した人 : 5 あみ |

, 「ウエルシュ 商』 ペーパーディ スク か ら演出した補 人

・ 1 回 月ご 曽の発育 な じ
2 回目 ご 背 の 美衣な し

] ここで 言う 「「発 有なし いう疫、「和某 し た 結果、記の和がなか
っ た 」 と い う 意 味であり 、 っまり 「 生 間 の 存在がな か ったため コロニー が形
計れ な かっ た 」 いう ととで 9 ] ーー
RHO

時秋した後に生存 は 拓く 、 ! 則間」 及 び 「 ウ ェルシェ = 血 」と も に先
ーー 減した こと を 確認 しまし た。

ここ
| は人害衝上の結が存在する とと です 。「思の章」が 0ctum
テ 未満 の場合では 、 菌が存在 し ていて も検出 で き て いない 可能性が ある のです 。

そのため、 よ り 話細な前評価を 行うため 、 次 の 方 を守 放しました 。
区 2 っ 月 の方 法で は 、半流生地で 電装を行い まし た 。電商装と は、

8 少な い 商 基 で も その菌を 増殖させて 検出する ため 、 生き ている 尊細胞が 1
つで も 存在すれ層検田でき る 方法です 。 半流生地の中に 菌 のか たま り が

つでも形成 されれ ば人切で きるた め、 と の精果 上の音 がなけれはばての
菌が殺 工 され て いることに な り ま す。 半流 動和地と は 、 培地内の 寒天の濃度

| を 少なかくし ているた め 形失地より も 秒ら か くく 、 ジ ェル状 の科地 です 。 好 気 |
状態でも 発育する 事がで きる ため CC

| 商 ) を合 EF 衝 商 や「 ウ エルシー商」 を人和む際が寄 な信人 所

36



開 (人 半生)
| 人栖 め て 良好 に発育する た め、 測和全に適し ている地地で す。

報告音 8 長 の 【 千果 ]】 に は 、 先 に 岳 用 し 、 戻りが 0.nL と な っ た 「 折納
を和希せかに そのまま地黄 地に拉和才 し た条を科 し ていま す が、

EIDEPRYS2YES
・字才 下に 約 8 時 間放填 した -

-「 大隆次 」 ペーペーディ スクか ら深出した弦 体 : 商の発育
」ー「 ウエルシュ曹 」 ペーパー ディスク から迷 した折休 :

TETPPTTD
、 2? 同上 ご 商 の久 育 あり

・ 1H0 で で ら 時間名商した
「 大 腸 前 」 ペー ペー ディ スクから浴 田 し た紋体 : 上店

ーーウェルシュ = 商 | ペーパーディスクから和た和人

1 回目て商の落至なし

回朋ごの和育な し
20 やで 3 時間閉した
RR 8 斉生で
「v tt ぐ恒 」21 ン TjYy vwye 較 噴 で 計間 才 -

『 還 月 ご 前 の半育 なし
2 回月ご彰の発痛なし |

- 間 人つま り役 の上を 増やす目的の三で も 人が拓 かった と いうこと
定量菩 養 に よる評価と同様 「 生 散 の 存在 がなか っ た た め 欧 到がみら れ

ーー一 方 、 定基交 姜 の 結果 と 同様に、 戦夫殺 菌し て |
、 い ME 「コント ロール 」 の 「 大介間 | 朋 び 「 ウ エルシュ 商 」 ペー パーディ 2

17

| 1 し ュー|



ーー
OO

。 (人 ー
ク か ら は導の発育お和 N め られまし た。

述の定量寺 養にお ける結果 と 併せ、 PP 9
名の多果 | で朝 画 が 「売人 に ) 死台 し た jl.

こと を 確約し ました 。 ーー
1 拍 告生で は上記 2 種 要の殺間評価の 内容 を記載し て いま すが、実際には、

] omarttseeer HPast2 TP
に

3 っ日の カ法 は、 DR の rs り ポルテ ックス ミミキサーで境し和体地に |
、 たのペーバーディ メ ク ビ導るのをす る と いうも のです 。|

| 寿にペーパーディ メタの散は溢体地に移し まし た ので、 ポル テッ クス ミキ
| サー後 のペーパ ー デ ィ スクは いわば 「残サカ ス 」 と や言 [えま す。しか し、 万

| NH をで pb ずペーバーディ スクに錯している本位を 5
| けため に、 に は[人 を入れて導放し まし た。なお、 これ逆計 し た べ

・ ーパーデ イ メ ク にのみ待いま した 。

民体的には 、 和則半のペー ペーディ スク を取り則 し 、 天香好の上
EA その押肖を失祭 しまし た が、 こ の入信に ぬい ても 、

・110 で で 2 時間間欠殺 菌した
中間 ) ペ ー パ ーディ スク : 導の和章 な し
「 ウ ェルシュ」 ペーパーディ スク :

1 回目 ご導の和なし
2 回目前の発育なし

・ は お os 尋河 振閉 競駅で人

「大江草 ] ペーパーディ スク : 前の 発育な し
3 |其

18
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il

( 肖問肖 較 才 埋漠 滞 光 )
ve 本 ペーパーディ スク :

1 団 目 一 菌 の 発 座な し

回上ご商の 発 友 な レー
. と な り 、 「 間李の交果」 で対象が 「完全に 』 したを 反する
馬 果 と な り ま した。

14 導電 1 頁 上際の 「拍績 果」 に記載したとゅ、 欠と して、にでで 2
時間 及び 120 て で 2 時間の著熱 を 条件 と し た条黄試験 たおまいて 、 ki

. し ! 大大び 「 ウミルシ = 商の区した た め
周条件 で人

生涯旦 で
15 木有を 実施する 前に、 各靖 の方から 、一に 商の商 評 価にあっ て
to 人からも 10「 Ne 上ので放す る よう所

| りました の で、 前信よしましたが、、計に使必し たロンロールのディ スク の |
基を 放散 し た と こ ろ、

-「 大腸次 」 は お す Ra
RO は 10 っ ar

、 と 算出きれ まし た 。
和夫 を か け な い コ ント ロー ルの ディ スクで 、 上記の 商 が計 数 できた こと

。 か ら、 今回 の 「大商 及び 「ウエル シェ = 前」 の条前験は、いずれ も 10 *
| Run 以上の 十分な商 基で実施し た もの で ある ことを確認しました。

16 また 、 KN ト L いにとん RL5 の最新の避度実際 では、 寺内
海 117 で を 8 時間 ? 分 維 詩 した と 聞き ま した が、 本誠験 結果を 辿ま えると 、
EN ・注 隔 き財党ききおより灯い 条人 の |

19



。.( 供測人等続用 紙 )

「 本試験で対象昔 とした 「 大脱六 」 及び 「 ッウェルシュ章 は生死渉 し て い
ること か ら 、 仮に 「117 でや 、8 時間 7 分 の 人で和江 を 表した 本、
当然 一 - の結果表れ る こ と に な り ま す 。 ・

_Lx メ ss 借人 万洪き時 3 みか か 通寺人 みすに人
| の な っミル て. 区で。

一各 m
0 ンチ

園 次いい
い 人

2
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でと 人

】 om 半 】』 平滞剛亜堆 彰 - 和万

EA 殺菌 試験・報告書 ...
的
指定された条 kW OigC 9 時 iC 2 時 で、 THB の分

可能 か呑か を再 人る -

対象 ea 12 大 腸曽 ・ ・。 -・・
諾結果 .
指定されだた条件にのいて 、の 0 で和 ったにおいての

ー: にの和商 可能ほ と判断した。 昌和 」

) su ショ。商 : ee oe ATGG 19124。
(2 2: 大了商 Ro co ATCO 25922・ ,

由 (用
ウルシンー sa いで GA
SE ミュ ー ラ ービエントシプロ (0、 ミ ュー ター ドン トッ

: [ペグ トン ・・デ ィ ッ キジ ッ ン | - 、 ーー
共通 HK 流動 生地 (唱和 地 ) ( 了和 | -

。 方法】

1 ニル トトのク の調 束
1 失天培地に好海滞 した新人をペンニーいいこい
9 滅菌シャーレにこ減殴ペーパーディスク をを並べ 、 1) で調抽 し た 商科を注いで約 : 10.2 分間

疫に処し ペー パーディ スク に六を含ま せた。 - 1



_3) ディ スク 月 り の黄破を滅菌スツール ピペット で取り除き 、ペーパー ディス ク を硫 菌ビ .
ー ンセッ ト (アル コールに憂して火波 菌 ) で 新しい 滅菌シャ ー レに 移し 、 記入件で

・ 約 36 時間 乾 燥させ た 。 -
、 ウェエル シュ黄 : 鎌気 チ ャンバー内 22 て ( 図 】 参照 )

大 腸 菌 - 大 気 環境下 室温

w 義氏曽 ーー EE ーー
. 1 TSN 奈義尾 下 で款かし たアル ミホイ ル で第検功者 ペー パ . 。

し 「。プディスク包み 、 和傘された計定デーク よ り 下記の草定 で人を かりた 。 (回 > .、
も .

- 田 8. 参照 ) -

「 110 で 症 時病 (還っ 110 で ) 50 分 110 健 2 時 間
証 具温時間 合間 はお) @4 分お 2 時 e

中 ーーパーディ スク からの栓 | 、
1) 江半仁き直交侍 束でディス ク を 移し 、 人地 を int 導 し 、 約 10

- 分間 、 放置し た 。 こ の問、 ボルテッ クス ミ キサー で 10 秒間 4 回の 指拓 を 回 ( 科
- 地源加後 1 一 2 分と 終了時 ) 行い 、 ペーパーディ スク内の間を硫休千 地代浴出させ た 。

・ ウ エルシュ菌の ディ スク に ついで は、 儲 短 チャンバー内で流体地 を項加 し 、 華 を
| 、 > 閉じて か ら析出 し、提拓を 行った。 . :
| ・・ いこな W 4y い ee 頻 人務 在 の 中鹿 薄 や っ癌き 輝只人 注 て

・桂 % 浅 結 w 洪年史 100gL をを 接種、 湾 .
- 100 抽 を 10! 倍、 107 倍斉、 中 10* 信 10 価部ん 各和希家系列から生



天地地 9 枚 に 名 100rL を 寺
あった疫を地 (BE 半生地 ) 1 = 接種、地半 。

1 9 87 でで エー2 (コン トロ ール で十分 な 発音が見られ る まで ) 培後 、コン トロ ール と ・
] 上商 サン ブル の人の大を要 が 見 られた大和好に ついて は 、 人人

| 理数した

1 ( 縛 果 ] ・( 表 1、 表史、図 4- お 参照 )
( ビ ウェルシュ商 .
24 実施 ペ - 人
ニュ ント ロール 定量聞 凌 : 14x107efuApL Mi :

- 110C ? 叶間 証 最和開発舞し 電導義 : 半
"20C 2 時間定半生育無し - 増生 : し

ー ュ ント ロ 管 oe 剛発育

無し Li 無し

612) 大隊菌
2 を 4 寒施 ーー ーー .

に リー コン キトロール 定大 2.5 10cfum 遊記球湖 : 況電 - .。 、、
) ーー 110G 2 時間 定聞 : 発育 無し 増 間 措 状 : 発無し .

・ 120 で C 2 時間 定量培 : 無し TTA 発 有無 し 。
っ 、 Y

- 説結果 か ら 、 ft0 や ・ f 時間、 120 で・ 3 人のをはなを栓は
NN 」



革・別秋

トッ

合果 (2018.2.2 ディ ズスク計製 、2018.2:4 実施 )

ウェル シュ 黄 ・ コヨン トロール

. 希釈段階 原液 ・| ir | は“ 上 10

保 藻数 .:| TNwo | mwmo.| mNTo | ANro
| mNTC | mNTC | TNC | TNTO

| : : ] 原統 中の菌 量
cf

| 原太増 商装 に ーー 発 至 無しつ生開菌 な し " -



ー- 大腸菌 コントロールル

沙 労油理 原容 - 1 ie、 | . 。104

TNG TNG *NtC PTNTC 302FPP
-TNTC - TNTO ・ TPNTC : TNTC 260

- 平 交 281 .

- 原 相 中の量
. tecfomD

2.8x105 。

円

(cfu7mT)

原 流 増 苗 培 装 発育無しつ生残凛なし



ウェルシュ > コン トド ロール

区 ・別区

希導了 . 交 式 1m 109 184

. 集落 数 | と oc -TNTG NPC NTO -TNTG

| PTNTG' 1 NPG ] TNTG -TNTO

平均・
as

| (cfom8)

ウェルシュ菌
希階

と.

原 硫 中の前唱

原液増菌搭装
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『 輪 出 令」

20)

(+) 室 用 の納 製の 原 笠 とじて 用 いられる 生物 、 胡楽 者 しくは その サナフュ
ニット 叉 は誤 伝子であつて 、 経済業只信で 定める も の

(2 次に 想 げる失 物で あつて 、平用の縛痢の開発、 製造 若しくは役誠に
- いいられる 導 は その 和信生 であるで ののうちで定める仕
様のもの EE 。
牧時込めに 用 いられる半
る人な
遠心 分議 ・ ...
タロ スプローー ろ才の導人なその部人る .・

ME 
54

ニルス 、 2 ウィルズ 、 まきタイルネ 、

: 2 、ツウルウイルス 、 タニ人有炎ウイルス : (に 限 」
ぁ 。 う 、 チク ングニア ウイルス、 チャパレ ウイ ルス 、 海部諸いいい ・ デュー
クロ ウイルス、・ デ ングウイ ルス 、療獲ウイルス、東剖 ウ マ朋炎ウイルス ・
ドブ プラ パー ベルグレ ドウイル ス 、 ドサインフルエンザウイルス . (Hr5 又は

」 二 7 の 再拓原を有する ものに史る 。 ) 、 - ニウイルス 、. 日本膳 炎 ウイ ル :
ス 、 ニューカ ッスル病ウイ ルス 、 ヘンタンウイルス 懇コレラ ウイ ルス 、
懇 水 胞 病 ウイルス * 腔テシオウイ ル ュ 、 - 朋 ヘル ペネス ウイ ルズ ー:1 、 フ ニン

- みイルスズ。 プルータ ングウイルス 、 ベネズエ ラウ マ胸 火ウイル ス 、 ヘンド ・
"ラウ イルス 、 ポテト ・ - ス ピンドル ・「 チュ パー・ ウイ ロイド・ ポジ ッサ ン ウ
イルス 、。 . マ チュ 宮 ウ イル ス 、 マールデル グウイ ルス 司 の 全てのイルス 、

マレー渓谷朋 突 ウイ ルス 、 ヤギ間ウイルス、 半 門 ウ イルス 、. ラグナネグラ ・
ヴイ ノルレス 。 ラッ サウイル ス 、 ランピースキン 病 ウイルス 。 リ ッ サウイルス -

" 匠 のウイ ルス 和義病 ウ イ ルズを含 か。 こし. リフ トッレー 熟 ウイル ス 、 リ

が 7 ジシソン |



「 省 令 』

] 第 2 条 の 2

や

- 第 一 臣 ee
る 輸出名 1 の 3 の? の (9 のてる人の もの

、 秋 のいずれか該当するもの とする。

生物 兵器 [ ざ の 2 項 貨 物 ]

ンバ球性 勿絡本 険 談 クイ ルス 、ルヨウ イルス又は ロン オウ イルズ
ー 細 商 (ワク チン を際く 。). であって、 アルゲンシ チネ ンス 菌 (が ツ サ ヌス神 ・
経 姓 素 産生株に限る 。 }、 ウェルジ ュ 黄 (イプ シロ ン奏牽産 生型 のもゃの に
限る 。)、 ウシ流産 、 オウ ム 病クラ ミ ジア 、 生 肺 姜菌 (4 ピローー 型 ) コー キャ

クシエラ 属バ ーネ ッ テ ィイ 、 コシ ラ苗 、 志 賀 赤痢 菌 、 - 庶間 菌、ンタ 」
腸管出血竹 大 腸 牙 ( 和清型 O26、 O45、O108、O104、O 〇 iii、O121、 」
145 及 び O157)、 発疹チフ スリケッ チア 、 パ ラチ六 (ポツリ WO
生 株に 眼る 。 )・ 沖前 明 ・ プク 流産 北 、 プチリカム商 . (ボツ リ ヌ ズ特経 天
素産 生 株 にに 限る 。).、 ペスト 間 、 ボツ リ ヌ ス苗 、 マル ク熱 、 - 山 革 伝 閑 性 ...

8 人 商 『36 株、時商又は婦人間商
・ 排池 { 測 漠 名部泣八履へ 。) であっ て 、 プア フラ トキシジィ テデ プリ ン、 ve
系 (プル ファ 、 ペーク 1 に Is 訳せ

三

oy パラェティ ーー グラミニス 、 「ア ク :
ー ス、ペロクスク レほスポ ラー

ミク ロジクル ス : ウ ビイ双 !

本 - 信ご著じ く Wa to の手才 0 の か ws :

スポジン肥び ペク ターーを含む。 )

病原性 を 発現させる も の又 和第三 号 若 しく は第 四号に訪区当 す る も の を産生
させ る徹了の 拓本列 を有するる よう人伝 了 を 政変した生紗 "人 生物 を合
お 。)

| 物理 的 封じ 込めに 用 いら れる庄 置であっ て 、 次 の いずれかに譜当する もの 「
ュー . 寺 清き 麗す でダ SS て よそ tux 吾 o Moo 洲憶周き 小隊

(は

ぁ正
癌

 1




